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 This paper deals with media English which appears in printed media such as 

newspapers and magazines. Although the demand by the Japanese that they be able to 

read media English with ease is increasing tremendously, it is not an easy task for 

them to handle as new words and expressions are being born almost daily. Surely, 

media English is a living English that reflects the reality of society most vividly. 

That's why the background information is most important for thorough understanding 

of each piece of news reports, articles, etc. 

 This paper, therefore, discusses how new words as well as expressions in some 

cases have been made and transformed. It also refers to euphemisms, p.c. phenomina 

and sensitive expressions on minorities.

は じめ に

MediaEnglishと は新聞、雑誌など活字 メディアに現れた英語 とい う意味である。本稿はそ

の中でも、読解 とい う 「受信の仕方」を中心にまとめた。 日本人のMediaEnglishに 対す る需

要は、まず 「新聞、雑誌が楽 に読める」 ことに主眼があると思われ るからだ。

MediaEnglishの レベルは、普通母国語の高校卒業生程度の読解力が目安 といわれる。一般

的匠言って 「高校卒プラス社会経験三～五年」あた りに読者 レベルを設定す るのが、英語圏、 日

本語圏にかかわらず、大衆社会の現実であろう。

MediaEnglishな るものは広義の現代英語に含まれていて、画然とした境界線があるわけで

はないが、 この分野は、薪語、新表現がやたらに創出 されて、 目まぐるしく変化する 「生 きた英

語」であ り、その社会の 「現実の姿」を最もビビッドに表出するものであることは論を俟たない。

もっとも、はかない寿命で終わる表現、語彙 も数多いから、その 「一過性」の見極めがMedia

English研 究の困難なところであり、「英語研究の伝統的権威 がMediaEnglish研 究に対 し、正

当性付与に躊躇する根源的な理由でもあろう。 しか し、外国人の英語研究者、あるいは英語圏地
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域研究者の立場か らすれば、MediaEngiish研 究 という分野は当然あってよい し、実用性から

見れば、不可決の研究分野 と言えよう。

本稿では、MediaEnglishの 文体 、見出 し語 など、比較的容易な特色への言及は他に譲 り、

語彙、表現を中心 に社会的背景の中で、MediaEnglishが どう生成、変遷 してきたかなどを中

心に捉 えて行 きたい。

acronym,abbreviation

簡 略 化 す るた め にacronym、 あ る い はabbreviationを 多 用 す るの も、MediaElnglishの 特

徴 だ 。1そ もそ もacronymあ るい はabbreviationは 、1930年 代 の ニ ュニ デ ィー ル 時 代 に しき り

に使 わ れ る よ う に な?た 。 例 え ば 、TVA(〒 ユきennessee坐alleyムuthority),WPA(=

丑orks・ 旦rogress∠ 趣dministration),PWA(=PublicWorksAuthority)と い った 具 合 だ

が 、 何 と言 っ て も盛 ん に な っ た の は 第 二 次 大 戦 か ら。 軍 事 用 語 で は 大 半 がacronymあ る い は

abbreviationを 使 用 した 。 中 に はtheCommanderinChiefoftheUSFleetの 略 語 で あ る・

CinCusが カsinkus"と 聞 こえ る と あ って 、 急 い でCominChに 変 更 さ れ た こ と も あ っ た。

第 二 次 大 戦 中 の 略 語 で 最 も 有 名 な:もの 一 つ に1>一dayが あ る。1944年6月6β 、 連 合 軍 が

No㎜andyに 上 陸 した 日 と して 記 憶 され る が 、:b-day自 体 にそ の 意 味 は な い。 「秘 密 に した 軍

事 作 戦 の 開 始 日」 の こ とだ 。 で はDは 何 の 略 か?destruction...demolition..。d6vastatioh?

とnativespeakersで もふ と考 え込 む と い うが 、Dは 単 にdayの 略 。 同様 に秘 密 め 開 始 時 間

H一:hourのHもhourの 略 に過 ぎ な い。

す っ か り一 般 名 詞 化 した が 、 本 来acronymで あ っ た の がradar(=radiodetectingand

塑nging)で あ る 。 戦 時 中 ㊧ イ ギ リ.スが 発 祥 だ 。 最 近 で はscuba(=弖 ρlf一殳ontained

蟶nderwater塾reathing亜pparatus),A】DS'(壑cquired主mmuno蹙eficiency弖yndrome)が あ る。

ま た 、 戦 争 直 後 のSCAP(=垈upremegommapderforthe塵lliedl塾owers)は 泣 く子 も黙

る マ ッ カー サ ー元 帥 の 別 名 と して 、 特 定 世 代 以 上 ・に は懐 か しいacronymだ ろ う。

jeepは 戦 後 の 日本 人 に強 烈 な イ ソ パ ク トを与 え た ア メ リカ の 軍 事 力 、 あ る い は 文 明 そ の もの

の象 徴 と も言 え るが 、 そ の 語 源 は必 ず し も明確 で は な い 。generalpurposeのabbreviationで

あ るG.P.か ら 来 た と す る 説 、E.C.Segarの 有 名 な 漫 画 ガPopeye"に 登 場 す る 動 物
汐E

ugenethe'Jeep"か ら と す る説 が 有 力 だ 。RandomHo亡seHistoricalDictionaryof

AmericanSlangは 後 者 の 説 だ。

・そ の 後 も朝 鮮 戦 争 や ベ トナ ム戦 争 が 膨 大 な軍 事 用acronymを 生 ん だ が 、 現 在 も この 伝 統 は

続 き 、 経 済 関 係 、 技 術 関 係 の も の も多 い が 、 新 しい 社 会 現 象 も登 場 す る 。 例 え ばCFS(=

型hronic塾tigue弖yndromer慢 性 疲 労 症 候 群)ESOP(=employeestockowpershipplan・

従 業 員 持 株 制 度)PWA(=塑ersonor旦eoPle里ithムids)M&A(=・ 旦ergerand

旦cquisition・ 企 業 合 併 、 買 収)な どが あ る。 最 近 で 面 白 い の は 、Emily'61istだ 。 これ は 普 通

の 名詞 に 見 え る が、Emily=・ 旦arly塾oney塾 塑ike墾eastのacronymで 、Agroupwhose

purposeistofurtherthepolitic謡candidatureofwomen.の 意、味 。 そ の コ コ ロ は、 イ ー ス

ト菌 が パ ソ粉 を ふ く らま す よ うに初 期 投 資 、 す な わ ち 人 材 の 発 掘 を促 す ζ と が大 事 とい う こ と。

80年 代 の ア メ リカの 国 内選 挙 で 、 民 主 党 の女 性 候 補 者 発 掘 運 動 の 一 環 と して 始 ま り、 た ち ま ち イ

ギ リス に も及 ん だ 。
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「西 洋 男 性 中 心 の 古 く さ い 教 養 主 義 」 と し て 少 数 民 族 、 革 新 女 性 な ど か ら 攻 撃 さ れ て い る

acronymに 、DWEMが あ る 。DeadWhiteEuropeanMaleで 、Aderogatorytermdenoting

anyofthefamoushistohcalpersonagestraditionallyformingthβacceptedcanonof

Europeanwriters,artists,andthinkers(TheOxfordDictionaryofNewWords)と し

て 使 わ れ る。 プ ラ ト ン 、 ダ ソ テ 、 シ ェ ー ク ス ペ ア な ど ば か り を 勉 強 して も 、 人 類 の 歴 史 の 本 質 は 『

分 か ら な い と い う強 烈 な 主 張 が あ る。

近 年 のacronym、 あ る い はabbreviationで 頻 度 の 高 い も の を 見 る と 、BTW(=bythe

way),FOB(=friendofBi11),Gift(=gameteintra-fallopiantransfer)「NAFTA(=

旦orth.△merican.旦ree工radeAssociation),POSS:LQ(.=',旦artperor.旦ers6nof

.Ωpposite飽x型haringエ 垂ving≦ ≧μarters),SME(=塾malland麺edium-sized旦nte]じphse),

SoHo(=旦ma11皇ffice,旦ome皇ffice),TINA(=工here塾 旦oAlternative.),

UNpROFOR(一 旦nit・d旦ati・n・P・ ・tecti・nF・ ・ρ・・),V-chib(コ'竺 ・1・nCechip),

ZIFT(=zygoteintra・ イallopiantransfer)な ど が あ る 。 そ の 他 、 コ ソ ピ ュ ー タ 関 連 で は 、 か

つ て の 軍 事 用 語 の よ う にacronymやabbreviationの オ ソ パ レ ー ドだ 。

新語 ・その生成過程

新 語 、 新 表 現 は 時 事 英 語 研 究 者 に と って 、 最 もチ ャ レ ン ジ ソ グ な世 界 で あ る。 一 説 に よ る と、

米 語 に は 平 均 年 間 二 万 語 が 新 し く 生 ま れ て い る と い う。 多 く は 一 過 性 の 運 命 で 、 例 え ば

WebsterのNewIntemationalDictionaryに 認 知 さ れ る に は か な りの 日時 と実 績 が 必 要 だ 。

そ れ まで が新 語 ハ ソ ター の活 躍 期 で 、 獲 物 に 正 当 性 が 与 え られ た とた ん、 新 しい獲 物 を求 め て 狩

りに 出 る6た だ 、最 近 はinternetを 使 うと 、 ホ ッ トな新 語 を か な り簡 単 に渉 猟 で き るか ら、 以

前 の よ うな手 間 と興 奮 が 幾 分 な くな っ た。

新 語 が 登場 す る に は そ れ な りの社 会 的 背 景 が あ る か ら、 そ こ らを調 べ る とお も しろい 。 例 え ば 、

bikiniは1947年 登 場 の 、 フ ラ ソ スの デ ザ イ ナ ーLouisReadに よ る ッ ー ピー ス の水 着 で 、 仏 領

ビキ ニ 環 礁 か ら取 っ た 。 そ の 由 来 は、 現 地 住 民 の あ らわ な着 衣 に よ る とす .る説 と、 水 着 の悩 殺 力

を 水 爆 実 験 場 と して の 水 爆 の 破 壊 力 に例 え た もの とい う両 説 が あ るが 、 説 明 と して は 後 者 の方 が

お も しろ い。

戦 後 の最 も有 名 な新 語coldwarは コラ ムニ ス トWalterLippmannが 最 初 に使 った と い わ

れ た が 、 そ れ よ り早 く47年 に 政 治 家 のBernardBaruch、 厳 密 に は そ の ス ピ ー チ ラ イ タ ー

HerbertSwopeの 創 作 に よ る と され る。 そ れ に 並 ぶ 傑 作 と さ れ るironcurtainは 、46年 に

WinstonChurchil1がFultonで 行 った 演 説 か ら と い うの が通 説 だ が 、 想 像 上 の障 壁 と い う意

味 で は1819年 に既 に存 在 し、 政 治 的 な意 味 合 い で は1920年 代 か ら使 わ れ て い た 。demilitarized

zone(DMZと も略 称),brainwashな ど は朝 鮮 戦 争 中 に認 知 さ れ 、 英 語 と して 定 着 した 。

dominotheoryは54年 に既 に評 論 家 のJosephAlsopが 使 っ た と い う が、 本 当 に 人 口 に膾 炙

(か い し ゃ)す る よ う に な った の は ベ トナ ム戦 争 中 だ。 こ う して み る と 、新 語 が 一 般 に認 知 さ れ

るに は そ れ な りの社 会 環 境 の 整 備 が必 要 な こ とが 分 か る。

朝 鮮 戦 争 中 のchopper(=helicopterortogoortransportbyhelicopter)と 並 ん で 定

着 したhoncho(=squadleader)は 日本 語 の 「班 長 」 か ら、 ま た 、h60ch「(=house)は

同 じ く 日本 語 の 「うち 」 か らで 、・GI(=』governmentissue)が 日本 の 愛 人 を 囲 う家 と い う
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と ころ か ら出 た 。 ベ トナ ム戦 争 中 も し き りに 使 わ れ た が、 「うち 」 で 待 って い る人 は 日本 人 、 韓

国人 か らベ トナ ム人 に代 わ った 。 貧 しか った ア ジ ア の 悲 しい語 源 で あ る。

tobuythefarmはtodieincombatを 意 味 す る よ うに な っ た が 、 この 由 来 は お も し ろ

い 。 元 々 軍 事 用 語 で 、 〈ofapilot.orairplane)tocrashの 意 味 だ っ た 。RandomHouse

HistohcalDictionaryofAmericanSlangに よ る と 、

Jetpilotssaythatwhenajetcrashesona丘rrnthefarmerusuallysuesthe

governmentfordamagesdonetohisfa㎜bythecrash,andtheamountdemandeδis

alwaysmorethanenoughtopayoffthemorgageandthenbuythefarmoutright.

Sincethistypeofcrashisnearlyalwaysfataltothepilot,thepilotpaysforthefirm

withhislife.

とあ る。 これ が 後 に 、戦 死 一 般 を指 す よ う に な った の だ。

tofragは 不 人 気 だ っ た ベ トナ ム 戦 争 を 象 徴 す る 恐 ろ しい 新 語 と し て 登 場 した 。 これ は

fragmentationdeviceorgrenade(破 砕 性 手 榴 弾)か ら きた の だ が 、 気 に食 わ な い 上 官 を これ

で殺 傷 す る とい う意 味 だ。

Unpopularofficersrefusetoleadtheirmenintothebattleforfearofbeingfragged.

とい うよ うに使 う。

ベ トナ ム戦 争 中 、 ベ トナ ム人 を軽 蔑 的 に 呼 ぶ 用 語 が 復 活 した り新 作 され た り した 。 古 い蔑 称 が

復 活 した も の に はslant-eye,gook、 な どρ 他 にslope,dink,zipな ど が あ っ た 。 この 中 で

slant-eye,slopeな どは 「目尻 が つ り上 が っ て 見 え る」 とい うと ころ か ら、 ア ジ ア人 全 体 を 指

す こ と も あ る 。gook,zipな ど は 「バ カ 、 カ ス 」 と い う侮 蔑 語 で 、zipに 至 っ て は 、zero

intelligencepotentia1のacronymだ か らひ どい 。 しか しベ トナ ム 人 も戦 時 中 、 米 兵 の こ と を

「ナ ソバ ー ・テ ソ(最 低)」 と呼 んで い た か ら、 お互 い様 か も知 れ な い 。

ベ トコ ソはCharlieと 呼 ばれ る こ と が 多 か っ た が 、 こ の 由来 は 次 の よ うだ。 以 前 は通 信 で 字

解 き を す る時rA 、はappleのA」 と い う式 にや った 。 日本 語 で も 「ア サ ヒの ア 」 「サ ク ラ の

サ 」 と い う式 の 決 ま り文 句 が あ った 。 そ の 中 でVietCongの 略 称 のV,Cが 字 解 きで は 、

VictorとCharlieだ った の で 、 ベ トコ ソはVictorCharlieま た はCharlieと 呼 ば れ た。 米 兵

が軽 蔑 して 止 ま なか った こ の ベ トコ ソが 文 字 通 り、Victor(勝 利 者)Charlielこ な っ た の は 、 言

葉 の上 と は い え 、 痛 烈 な皮 肉 で あ る。

キ ュ ー バ 危 機 関 連 で一 挙 に もて は や され る よ うに な った 用 語 にhawkanddoveが あ る 。 鳩

が 平 和 の 象 徴 と い う歴 史 は 古 い が 、 鷹 をwarhaw:kと して 使 っ た の は1798年 のThomas

喪ffersonを 噫 矢(こ う し)と す る。 現 代 的 な 意 味 は 、 あ る人 の 軍 事 的 傾 向 を 示 す もの だ が 、 日

本 語 の 鳩 派 、鷹 派 で は 、広 く保 守 、 革 新 の 意 味 合 い に も使 う こ とが あ った 。

宇 宙 開 発 の 進 展 で 宇 宙 新 語 が 数 々登 場 し た 。r6entry,blastoff,missioncontrol,A-Ok,』

launchpad,thrustな どす っ か り定 着 した が 、 そ の 一 つglitch(=aminormalfunctionof

ξmapParatus)は 元 来Yiddishで 、66年 に 宇 宙 飛行 士JohnGlennが ζの 意 味 に 初 め て使 っ

た 。 た だ 、 宇 宙 関 係 用 語 で 注 目す べ き は 、 新 語 と思 っ た もの の 多 くが は る か 以 前 、sとience
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fictignの 作 家 た ち に よ っ て 創 造 され 、 そ れ の 借 用 語 だ と い う こ とだ 。BillBryson著 のMade

inAmericaに よ る と、astronaut(1880),spaceship(1894),spacesuit(1924),rocket

ship(1928),starship(1934),spacestation(1936),blastoff(1937),sp昂ceman(1942),

timewarp(1954)と い う こ とに な る。

科 学 技 術 の進 歩 に伴 う新 語 も当然 多 い 。 ジ 土 ッ ト時 代 の 到 来 と発 展 は 、 新 語 もjet-hop(1952)

か らjet-port(1953),jetset(1960),jetlag(1966),jetfatigue(1968),jetsyndrome

(1968)へ と進 ん で ゆ く。 この 中 でPanAmが1970年 に 就 航 させ たjumbojetの 名 前 は 新 語 史

上 、極 め て ユ ニ ー ク な もの と して 特 筆 に値 す る。

jumboは 西 ア ブ リカ の 黒 人 の 守 護 神mumbojumboに 由来 す る。1880年 代 に ロ ソ ド:ソ動 物

園 に や って 来 た赤 ん 坊 象 に つ け られ た 名 前 がJumboだ っ た。 この 時 は 、後 年 世 界 の 見 せ 物 で 最

大 の動 物 に な ろ う な ど とは誰 も夢 に も知 らず 、 「大 きい 」 と い う意 味 は ま っ た くな か った 。 この

Jumboを ロ ソ ド ソ 動 物 園 か ら 買 い 取 り、 ア メ リ カ 中 で 見 せ 物 に し た の は 興 業 師 のP.T.

Bamumで あ った が 、 彼 は 希 代 の ペ テ ソ師 で 、 成 長 したJumboの 巨大 さを 徹 底 的 に誇 張 して

宣 伝 した 。 お 陰 で 大 人 気 を博 した が、 い つ の 間 に かjumboは 巨大 さを 示 す 代 名 詞 に な った 。 そ

してjumbocigar,jumb6suitcaseと 何 で も大 きい もの にjumboを 付 け る の が定 番 に な った 。

ち な み に、 象 のjumboは 交 通 事 故 で 死 ん だ が 、 興 業 師 のBarnumは 決 して め げ ず 、 は く製 を

陳 列 して は、 生 きて い る と き よ り も余 計 儲 け た と い う。 、

コ ソ ピ ュ ー タ関 連 用 語 の登 場 は 枚 挙 に暇 が な い。 そ の 中 で 、 ス ペ ー ス関 連 と同様 、歴 史 的 語 源

も色 々 あ る 。 例 え ば 、computerbugはasmallmistakeinacomputerprogra血that

stopsitfromworkingcorrectlyの 意 味 に使 わ れ る が 、 本来asmallinsectの 意 味 の.bug

が コ シ ピ ュ ー タ と関 連 した の は 次 の よ うな エ ピ ソー ドか らだ 。 ・

1945年 、 当 時 まだ 真 空 管 式 だ った 米 海 軍 の コ ソピ ュー タ が突 然 故 障 した。 技 術 者 た ち が 必 死 に

原 因究 明 に 当 た った と ころ 、 電 気 の リ レー ・ス イ ッチ の接 触 部 分 に は さ ま っ て い た 虫 が 原 因 と分

か った 。 そ れ 以 後 、 コ ソ ピ ュー タが ど ん どん 精 密 化 して も、 故 障 の 原 因 を取 り除 く こ とを 「虫 を

除 く」 とい ・う意 味 の ・debuggingで 表 す こと が そ の ま ま残 った 。

最 近 す っ か り 日本 語 で も定 着 したhackerは 、someonewhousescomputersinorderto

$ecretlyuseorchangetheinformationinanother「person'scomputersystemと 情 報 化

時 代 の悪 者 の 意 味 に な って い るが 、 元 来 は コ ソ ピ ュー タ ・マ ニ ア で 、 不 備 な点 や故 障 な どの 発 見

に情 熱 を 注 ぐ人 、 とい うニ ュ ∴ トラル な 意 味 だ っ た 。tohackは 元 々 、 な た な ど を使 っ て 密 林

を切 り開 い て ゆ く とい う意 味 が あ り、passwordsの 密 林 を 頭 脳 で 切 り開 く とい うイ メ ー ジか ら 、

新 時 代 のhackerが 誕 生 した の だ ろ う。'

80年 代 初 め に 登 場 し、 そ の 半 ば に は 完 全 に 市 民 権 を 獲 得 した 新 語 にcouchpotato(=・

someonewhospendsalotoftirnesitting,eatingpotatochips,and曽atchingtelevision)

が あ る。 他 に 、=apersonpresurnedtohavethephysicalshapeofapotatocausedby

toomuchslouchingonacouchinfrontofatelevisionsetと い う説 も あ る。

こ れ が ホ ー.ム ・パ ソ コ ソ時 代 に な っ て 、Inousepotatoと い う新 語 に生 ま れ 変 わ っ た 。a

personwhospendsanexessiveamountoftimeinfrontofacomputer,especiallyone

whousesitonlineと い う意 味 だ 。 分 か りや す く言 え ぱ 、aninternetaddictの こ と だ 。

mouseは も ち ろ ん 、 パ ソ コ ソのpointingdeviceで あ る。

そ の 他 、様 々 な誇 張 した表 現 を 生 む の もjoumaleseの 世 界 で あ る。 超 大 物 を 「帝 王 」 と 呼 ぶ
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が 、czar.は 政 界 、mogulは メ デ ィ ア や 娯 楽 産 業 、magnateは ビ ジ ネ ス 界 と 区 分 け が で き そ う

で あ る 。PresidentBushがWiliamBennettを 麻 薬 取 締 の 責 任 者 に 任 命 した 時 、 メ デ ィ ア は

Bennettをthedrugczarと 呼 ん だ 。 こ の よ う に 、czarは 特 定 の ポ ス トへ 任 命 さ 乳 た 者 で 、

選 挙 さ れ た 者 で は な い 。cable-TVwhizのTedTurnerは 、mediamogul・ で あ り 、

Microsoftの 創 立 者BillGatesはmagnateと な る 。 し か し、 こ れ は 一 応 の 区 分 け で 、mogul

とmagnateは 境 界 線 が 必 ず し も厳 密 で は な い よ うだ 。

大 物 で は な い が 、80年 代 に 政 界 に 登 場 した 新 種 がspindoctorで あ る 。 政 治 家 や 有 名 人 に 色 々

ア ドバ イ ス す る 。 だ が 、handlerで も な く、pressagent、 あ る い はPRflakで も な い 。spin

をLongmanDictionaryofAmericanEnglishで 引 く と 、awayofsayingorshowing

somethingthatmakesitseemtohaveparticularqualities,usedespeciallyinpolitics

{mdadvertisingと あ る 。 野 球 のspinballを 思 い 出 せ ば 分 か りや す い か も 知 れ な:い 。 さ ら に 、

spincontrolと し て 、theactorskillofdescribingabadsituationinawaytllatma:kes

itseembetterthanitis,usedespeciallyinpoliticsandadvertisingと あ る 。 従 っ て 、

spindoctorはsomeonewhodescribesasituationinawaythat・Ihakesseembetter

thanitisと い う こ と に な る 。 初 出 は84年 、Reagan-Mondale両 大 統 領 候 補 の テ レ ビ 討 論 の 時

だQ

新語 ・現状

新 語 探 究 には 様 々 な 道 が あ る。 そ の 国 の 現 状 を つ ぶ さに フ ォ ロー して お れ ば 、 流 行 す る葮 階 で

キ ャ ッチ で き る が 、nativespeakersに 比 べ て 普 段 の情 報 量 が格 段 に劣 る 外 国 人 に は 唐 突 に新 語

が 出現 した感 が して 、面 食 ら う。 そ れ を ど う調 べ るか 。

(1)正 攻 珠 は背 景 知 識 の 中 で 追 及 す る こ と で あ る。 背 景知 識 、流 れ が 頭 に入 って お れ ば 、新

語 に戸 惑 う と い う こ とは 比 較 的 少 な い 。 これ は 後 に詳 述 す る。

(2)新 語 辞 典 、 専 門 書 の 巻 末 に あ るglossalyな ど を 利 用 す る こ とで あ る。 しか し、 辞 典 に

は タ イ ム ラ グが 避 け られ な い し、glossaryの 利 用 度 も局 限 され る。

(3).湯 気 の 出 て い・る新 語 の調 査 は 、nativeinformantsの 利 用 がて っ と り早 い が 、 誰 に も手

に 入 る と い う もの で は な い 。 そ れ に 、nativespeakersで あ れ ば 良 い 、 とい う も の で も な

い 。 そ こで 、 こ こで は 先 ず 、 不 完 全 な が らinternetが そ う した要 望 を か な り補 っ て くれ

る点 に着 目 した い 。

ほ ん の 幾 う か の 例 を挙 げ よ う、。undergroundEnglishに 興 味 が あ る人 向 き か も しれ な い が 、

internetのTheAlternativeEnglishDictionaryか らEnglishslangを ひ い て み た
。 全 体 で

17ペ ー ジ 、 約500語 。 当 然 な が らsexやminorityに か らむ 単 語 、 表 現 が圧 倒 的 だ が 、 適 度 に

解 説 が 入 って い て 通 読 して も楽 し く、sex表 現 に は次 第 に寛 容 に な り、minorityに は神 経 過 敏

に な っ て い る時 代 精 神 の移 ろい が 良 く分 か る。

例 え ば 、bitchの 説 明は ζ うだ 。

Anoppressivewoman.Thetermhasgainedgeneralacceptanc⑱inrecenttimes;the

originalterm士efersto'femaledog.'例 文 ・JohnfoundMaryouttobeavicious
.

bitch.
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また、南部の農民に対する侮蔑後であったredneckは こう解説 されている。

Aracist曲iteperson.Thiste㎜previouslyre艶rredonlytotherural

prejudicedwhites, .mostlyfarmers,whohavereddisbnecks.However,itsusagehas

becomealotlooserinthepastfew .yearsandnowincludesanyraとistWhites.

他 にintern『tでLing215:NewWo;dsinEn箪lishと い うの を プ リソ ト7ウ トして み た 。

RiceUniversity.の 言 語 学 部 教 授 の手 に な る もの だ。 全 量12ペ ー ジ。 や や地 域 的 、 世 代 的 偏 りは

あ る.が、硬 軟 取 り混 ぜ た世 相 を写 す鏡 の 役 割 を して い る。

例 え ば 、BFEと い うabbreviζtionの 意 味 は こ う だ 。Veryfarway.BeyondFucking

Egyptな ぜEgyptか と い う と、.

Egyptwasch6sensomewhatarbitrarilyasacountryontheoppositesideof.the

world.

と い う か ら深 い 意 味 は な.い 。.用 例 と し て は 、MycarisparkedBFE.が 挙 げ ら れ て い る 。

他 に 、baggravationと い う 新 語 の 意 味 は こ うだ 。 こ れ はbagとaggravationの 合 成 語 で 、

af6elingof.annoyanceand.angeroneenduresattheairportwhenhisbagshave

not.arrivedatthebaggagecarouselbutevery6rieelse3bagshaマeを の 気 持 ち は 良 く

分 か る 新 語 だ 。.似 た よ う な 新 語 にmeanderとne皐ndefthalの 合 成 語 のmeandertha1が あ る 。

anannoyillgindividualmovingslowlyandai.mlesslyinfrontof.arbther.individual

whoisinabitofahurryこ の 気 持 ち も 分 か る。

問題はこうした.新語がどれだけめ命脈を保つかだ。多 くは恐 らくバブルとして消え去 る運命だ.

ろ う。 「そんなことは問題ない」 という 「言語オタク」は大いに新語発掘にいを しみ、.他の疑問

派は比較的定着 した新語を.手堅 く調べることに眼定すべ きである。

日本語では?

逆 に日本語の新 しい表現が新聞などに頻出す ようになったとき、.英語で何とい.うか調べてみる

ことも、時事英語 に関心を持 ち続ける意味で有効.かもしれない。例えば、大:蔵官僚や 日銀行員た

たきが起こった98年 、 「総会屋」 「接待文化」 「ノーパ ソシャブシャブ」 「どぼん」.などという

語が日本のメディアをにぎわ した。 これを外国の特派員がどう英語に表現 したかを例示すると、

*

*

*

*

総 会 屋=acorporateracketeer(Time)

接 待 文 化=entertainmgnt-forイavorsculture(Time)

ノ ー パ ソ シ ャ ブ シ ャ ブ=$300-a-headdinnersatashabushaburestaurantin.

Tokyo'sShinjukuk亡area-wherethemainattractionwasnotthe .foodbut

waitresses・ 宙ithoutunderwear(Time)

ど ぼ ん.=literallythesoundofaheavy 、objectploppingintothewater,which

refe士redtoanightoutforthebank'sheaviesthittersatrestaurantswhere
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dnnermightcost$400aheadandattractivekimobo-cladwomenservethesake

(Time)

日本 人 で も分 か らな い よ うな業 界 用 語 、 隠 語 が 次 々飛 び 出 して 、翻 訳 に頭 を抱 え て い る外 国特

派 員 の 顔 が 目 に浮 か ぶ よ うだ 。 しか し、 こ うい った 研 究 は、 い わ ば 「英 語 オ タ ク」 向 きで あ り、

正 統 的 時 事 英 語 研 究 者 か らす れ ば 、 ほ ん の 枝 葉 の 部 分 に過 ぎ な い だ ろ う。

ち な み に 、TheOxfordDictionaryofNew.Words(1997年 版).を 見 る と、 日 本 語 か らは

.kai年e恥ka⑳an・karaoke・karoshi,otaku・zait臼chが 出 て い る。kaizenはaJapanese

philosophyofcontinuousimprovementinworkingpracticesandpersonalefficiency.で

あ り 、kanbanは ト ヨ タ のkanbansystemで 、just-in-time方.式 と し て も 知 ら れ て い る 。

..karoshiは 日本 経 済 の 負 の 部 分 だ が 、 最 近 の 日 本 の 経 済 危 機 で 、 ど れ だ け の 負 の 新 語 が 、 今 後 日

本 語 か ら 加 わ る か 。otakuは や や 意 外 だ が 、 英 語 のnerdや 米 英 新 語 のahorak(=a

derogatoryorjoculartermforapersonwho 、pursueSaninterestw葦thobssesive

dedication),propeller-head(=amildlyderogatory.slahgtermforapersonwho

pursuesanobviousin±erestincomputers.ortechnology;perhapswithreferencetoa

beaniehatwithapropellerontop,aspopulari乞edbysciencefictionenthusiasts;a

boringorstudiousperson),techie(==an.exbertorenthusiastfo:ピtechnology,

especiallycomputing;atechnician),trainspotter(Britishslang:r.aderogatoryterm

foranobssesivefollowersofanyminorityinterestorspecializedhobbysuchas

collectinglocomotivenumbersasahobby)と 同 類 ら し い か ら、 世 界 的 な 現 象 の よ う だ 。

Euphemlsm

euphemismをLonglnanDictionaryofAmericanEnglishで 引 くと 、apglitewordor

expressionthatyouuseinsteadofamoredlrectonetoavoidshockingorupsetting

someon6と あ る 。 こ の よ うに 、euphemiSm.は 言 語 文 化 の 一 形 態 で あ る か ら、 時 事 英 語 研 究 で

も避 け て 通 れ な いb.伝 統 的 に性 に 絡 む も の が 多 く、 性 病 は 漠 然 と した用 語socialdiseaseで 表

現 され た か ら・1933年 にsyphilisの 画 期 的 治 療 薬 が で き た時 、 新 聞 は そ の 具 体 的 説 明.に大 い に

困 惑 した と い う話 が 残 って い る。

rapeも 禁 句 で 、assaultで 代 行 さ れ た 。.日本 語 で も新 聞 紙 上 で は 、 強 姦 と い うど ぎつ い 言.葉

を避iけ た の と 同様 で あ る。 だ か らrapeの ケ ー ス で は 、 次 の よ う な描 写 に な っ た 。repeatedly

struckandkickedhisvictird,hUrledherdownaflightofstairs,andthenassaulted

her.pregnantも 禁 句 で 、Sheisexpecting,orsheisexpectant.・ ξ.いう形 で 表 現 され た 。

近 代 は性 の解 放 と い う側 面 を持 つ か ら、standardsofacceptabilityも 徐 々 に変 化 した 。 特 に

第 二 次 大 戦 後 は 、 ア メ リカ も性 革 命 の 洗 礼 を 受 け、 性 に絡 む 表 現 も変 わ りは じめ た 。euphemism

か ら 、 よ りdirectな 表 現 へ 脱 皮 し た 。 そ の 変 わ り 目 は50年 代 だ っ た 。MerriamWebster

ThirdNewInternationalDictionary.がcunt,shit,prickな どそ れ まで のtaboowordsの

幾 つ か を載 せ た 。 しか し、fuckは まだ 禁 句 だ っ た 。 現 在 で も国 務 省 はproStitμteを 使 う こ と.

を拒 否 し、anavailablecasualindigenous.f6malecompani6nと 表 現 して い る と い う。.

伝 統 的 活 字 ジ ャ ー ナ リズ ム も慎 重 で あ る。1980～1993年 のtheNewYorkTimesにshit
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が 現 れ た の は た っ た 一 回 。 しか も そ れ は 書 評 欄 だ っ た 。1987年 に ま じめ な プ ロ ダ ク シ ョ ソ が

SammyandRosieGetLaidと い う映 画 を 作 ・っ た 時 、theNewYorkTimesは この タ イ トル

の 広 告 を 受 け つ け な か っ た 。1ay=tohavesexualintercoursewithの 意 味 が あ り 、Did

you'everlayher?と い う よ うに 使 う。getlaidは ま さに 、 「女(男)と 寝 る」 に 当 た る表 現

だ 。theNewYorkTimesと して は とて も"fittoprint芳 と い か な か っ た の で あ ろ う。 広 告

だ け で は な く、 同紙 の コ ラ ム ニ ス トのWilliamSaεireは コ ラ ム で 内 容 に言 及 しな が ら、 この タ

イ トル そ の も の を活 字 に す る.こと を拒 否 した。 前 記TheAlternativeEnglishDictionaryに

よ る と、relati∀elyco㎜onterm,butnotacceptableinpolitesocietyと あ る。

しか し、卑 語 が社 会 的 に重 大 な 意 味 を持 つ場 合 は 「この 限 りに あ らず 」 と な る。 ウ ォー ター ゲー

ト事 件 で ホ ワ イ トハ ヴ スの 秘 密 録 音 テ ー プ が 公 開 に追 い 込 ま れ た 時 、 ニ ク ソ ソ大 統 領 らが 使 って

い た 汚 い 言 葉 は 米 国 民 に は シ ョ ッ クで あ った 。shitな ど が し ょ っ ち ゅ う出 て き た の だ。 最 高 裁

判 事 候 補ClarenceThomasが セ クハ ラで 告 発 され 、 そ の 証 言 の 一 部 始 終 が公 開 され た時 に も 、

新 聞 はass,crap(=免cal血atter),dong(=crap,shit)な ど を登 場 させ ざ るを え な:かっ

た。 最 近 の ク リ ソ トソ大 統 領 の 不 倫 疑 惑 の 捜 査 報 告 書 は 、 一 部 は ま るで ポル ノだ が 、theNew

YorkTimesもT:heWashingtonP6stも 全 文 を臆 せ ず 載 せ た 。

軍 事 や 外 交 分 野 はeuphemismを:極 度 に追 求 す る。 第 二 次 大 戦 中 の 日本 の 大 本 営 発 表 が 「敗

退 」 を 「転 進 」 、 「敗 戦 」 を 厂終 戦 」 、 戦 後 の 「占領 軍 」 を 「進 駐 軍 」 と した よ うに 米 語 に も多

い 。 朝 鮮 戦 争 、 ベ トナ ム戦 争 、 湾 岸 戦 争 は 無 数 のeuphemismを 生 ん だ。 例 え ば(カ ッ コ 内 が

本 来 の 意 味)pacification(=eradication),strategicwithdrawa1(=retreat), .sanitizing

operation(=・wholesaledearan6e),accidentaldeliveryofarmaments(=bombing

thewrongtarget)な ど だ。

湾 岸 戦 争 で イ ラ クが 外 国 人 を 人 質 に とっ た 時 、 国 務 省 はrestrictees,detaineesと 呼 び 、 ブ ッ

シ ュ大 統 領 はinconveniencedpeoplewhowanttogetoutと 呼 ん だ 。 しか し当 の イ ラ クは

臆 面 もな くforeignguestsと 呼 び 続 け た。 他 に 、 ク リ ソ トソ大 統 領 自身 が元 ホ ワ イ トハ ウ ス実

習 生 と の不 倫 関 係 をinappropriaterelationshipと 呼 ん だ の は 、euphemismの 極 致 で あ る。

軍 事 ・政 治 関 係 で 最 近 の 極 め つ け のeuphelnismはethniccleansihgで あ ろ う。 こ れ は 旧

ユ ー ゴス ラ ビ ア の 内戦 で 生 まれ た 言 葉 で 、TheOxfordDictionaryofNewWordsに よ る と、

themassexpulsionorexterminationofpeoplefromaminorityethnicorreligious

groupwithinacertainareaと い う意 味 で 、 大 量 の虐 殺 が行 わ れ た。 この他 外 交 用 語 で は 、 ス

パ イ を働 い た外 交 官 をpersonanongrataと 上 品 に 呼 ぶ よ うに 、euph3mismが 大 い に 幅 を利

か せ て い る。

経 済 面 で企 業 の必 死 の生 き残 り作 戦 が 展 開 され る中 、 そ の 厳 し さを 中和 さす か の よ うに さ ま ざ

ま な'euphemismが 生 ま れ た 。 ま ずleanと い う 形 容 詞 は 、slimmeddownorrendered

moreefficientorcornpetitivethroughthereductionofunnecessarycostsorexpenditure

の意 味 に使 わ れ る よ う に な った 。 これ は サ ッチ ャー英 政 権 が 唱 え た 自由市 場 経 済 の用 語 と して 登1

場 し、 後 に 日本 の 自動 車 生 産 が 「カ ンバ ソ ・シ ス テ ム」 とい う名 で 追 求 した 生産 効 率 シス テ ム の

形 容 詞 と して 、 しば しば引 用 され た。

続 い て 、downsizing,rightsizing,restructuringな ど が しき り に使 わ れ る よ うに な っ た 。

downsizingは 本 来 、 日本 車 の 攻 勢 に対 抗 す るた め に 、 ア メ リカ も小 型 車 生 産 に乗 り出 す こ と を

意 味 レた が 、dismissal,redundancyのeuphemismと して 、 従 業 員 を 削減 し効 率 化 を 図 る意 「
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味 と 、 コ ソ ピ ュ ー タ を 小 型 化 し 、 パ ソ コ ソ、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ソ を 多 用 し て 事 務 の 合 理 化 を 図 る

意 味 が 付 加 さ れ た 。rightsizing,restructuringも 従 業 員 削 減 を 意 味 した 。 こ れ は リ ス トラ と い

う 日 本 語 に な っ て 輸 入 さ れ た 。

こ れ に 関 連 して 、outplacemehtと い う 新 語 も 生 ま れ た 。TheOxfordDictionaryofNew

Wordsに よ る と 、theactionorprocessoffindingnewemploymentfor'workers,

especiallyexecutives,who .havebeendismissedormaderedundantと な る 。

ま た 職 場 に は 、restnlcturingが 我 が 身 に 及 ぶ こ と を 避 け る'た め セと、presenteeism現 象 が 出

て い る と い う。thepracticeofbeingpresentatone'splaceofwork,especiallyformore

hoursthan 、requiredbyone'stemlsofemploymentと い う 意 味 だ 。 厂そ ん な 厳 し さ は ご め

ん だ 」 と い う向 ぎ に は 、downshifterと い う手 が あ る か も 。

Apersonwhomakesachangeofcareerorlifestyletoamodethatislesspressured

anddβmandingと い う こ と で 、 さ ら に 言 い 換 え れ ば 、adeliberatedecisiontoreduceor

withdrawcompletelyfromfinanciallyrewardingbutstressful・worksoastoachievea

moremeaningfulandhappylifeと な る。

PC現 象

euphemismの 延 長 線 上 で 、70年 代 に 起 こ っ た 注 目 す べ き言 語 現 象 にPCが あ る。PCは

politicallycorrectま た はpoliticalcorrectnessの 略 で あ る。politicallycorrectと い う言 葉

そ の もの は18世 紀 後 半 に す で に 使 わ れ て い るが 、appropriatetotheprevailingpoliticalor

socialcircumStancesと い う字 面 通 りの 意 味 だ った が 、70年 代 の初 期 に な って 、 言 語 面 で の 性

差 別 に 反 対 す る社 会 運 動 の 一 環 と し て 、俄 然 注 目 を 集 め る こ と に な っ た 。 そ し てracism,

disability,holnosexuality,agismな ど各:種の差 別 に 絡 む微 妙 な言 語 問 題 に た ち まち 拡 散 した。

そ の背 景 と して は もち ろ ん 、女 性 ～少 数 民 族 、 身 障 者 、老 人 な ど被 差 別 者 と見 られ て き た人 達 の

権 利 拡 張 運 動 の 進 展 が あ る。 そ れ ま で 少 数 者 に 対 して 、侮 蔑 的 、 あ るい は 偏 見 を持 って 使 わ れ て

い た言 葉 が 言 い 換 えの 対 象 に な っ た わ け だ1

そ う した 新 しい 社 会 的 意 味 合 い の 下 で.PCを 初 め て使 っ た の はNationalOrganiza士ionfor

Women会 長KarenDeCrowの1975年 の 言 葉 とい わ れ る。 これ は 時 代 の流 れ と して 最 初 は お

お む ね 受 け 入 れ られ た。 しか し、 そ の 行 き過 ぎか ら、 や が て保 守 陣 営 の巻 き返 しに あ い 、PCは

「言 葉 狩 り」 だ と して 、 そ の 部 分 を誇 張 して 皮 肉 り、 一 種 中 傷 的 、軽 蔑 的 な意 味 合 い で 使 用 され

る こ と が多 くな った の が90年 代 に な っ て か らだ 。

例 え ば 、nigger,chink,fagな ど は社 会 的 に 葬 られ るべ き 言 葉 で あ る こ と に誰 も異 議 は な か

ろ う。 ち な み に 、chinkに はasmallriftと い う意味 が あ り、 中 国 人(東 洋 人)は 「目が 細 い」

とい う西 欧 的 認 識 か ら、 中 国 人 を軽 蔑 的 に呼 ぶ と き にchinkorChinkを 使 ら た 。c(C)hinkie

orchinkyも 同 じ意、味 だ 。』また 、chinksでChinesefoodの 侮 蔑 語 に な る。fagはhomosexual

を 意 味 す る侮 蔑 語 で 、 名 詞 に も動 詞 に も使 う。faggotも 同 様 の 意 味 だ 。

しか し、 英 語 は 本 来 男 性 優 位 の 言 語 構 造 を持 つ 言 葉 だ か ら、 人 間 、 人 類 全 体 を指 す場 合 で も、

男 性 名 詞 が 使 わ れ て き た 。man,mankind,forefathers,foundingfathers,Aman'6home

ishiscastle.と い っ た 具 合 だ 。 こ うい う場 合 、people,humanity,humanbeingな ど と い

う無 性 名 詞 に取 って 代 わ る の が 現 在 の傾 向だb87年 に 改 定 したTheRevisedNewTestament
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oftheNewAmericanBibleはNotonbreadaloneismantolive.が 、Onedoesnot

livebybreadalone.と い うよ うに 、完 全 にnonsexistと な って い る。

Ms.が 最 初 に登 場 した の は1949年 だ と い うが 、 実 際 に広 く使 わ れ る よ うに な った の は 、70年

代 に な っ て か らだ ろ う。 そ して も う完 全 に 市 民 権 を得 た と い え る。 同様 に 、49年 に 作 ら れ た

flightattendantは70年 代 後 半 に一 般 に認 知 されlchai㎜anに 代 わ るchairま た はchailperson

は 現 在 で は 汎 用 名 詞 に な っ た 。 同様 にfireman⇒firefighter,policeman⇒policeofficer

が普 通 に な っ た。 た だ し、firewomanは 使 わ な いの に 、policelnan,policewomanは 使 い 分

けす る こ と に よ っ て 生 き の び て い る。

問 題 は起 源 がsexistと は 限 らな い膨 大 な名 詞 、 表 現 に 入 り込 ん で い るmanを ど うす るか 。

例 え ば 、gamesmanship,busman'sholiday(=aholidayspentinactivitie3similarto

one'swor蓐),manhole,firstbaseman,m㎝slaughter,ma㎜ade,freshman, .m田1acle,

manicure,manufactureな ど だ 。 こ こ、に.PC批 判 派 が 付 け 入 る余 地 が あ る が 、詳 し く は後 述

す る。

少 数 派 蔑 視 表 現 は 「左 ぎ っ ち ょ」 に も及 ぶ 。 左 ぎ っち ょは人 類 の歴 史 の 初 め か ら忌 む べ き もの

と して 差 別 され て きた 。 左 ぎ っ ち ょを 意 味 す るsinistra1は ラ テ ソ語 のsinisterに 由 来 し、

left,unfavorableな ど の 意 味 が あ っ た 。 ま たleftは 長 ら く、evil ,witch6raft,impunity,

uncleanlinessな ど の 意 味 合 い が あ っ た。 ア メ リカで は現 在 、左 ぎ っ ち ょは も う社 会 的差 別 の 対

象 で は ま っ た くな い よ うだ が 、 差 別 に 由来 す る表 現 は残 って い る。

例 え ば 、left-handedに はaw㎞ ・ard,unlucky,dubiousと い っ た ニ ュ ア ンス が あ る。.従 っ

て 、1eft-handedcomplimentはADict至onaryofAmericanIdiomに よる と、anambiguous

¢omplimentwhichisinterpretableasanoffenseと あ り、 そ の例 文 と して 、

Ididn'tknowyoucouldlooksopretty!Isthatawigyou'rewearing?

が載 って い る。 とな る と 、1eft-handedcomplimentと い う表 現 は避 け る べ きだ と い う こ と に

な ろ うか 。

whiteが 「pure,innQcent,fairな どの イ メー ジを 持 つ こ と が多 い の に反 し、blackに は 偏 見

を 強 め る否定 的 な ニ ュ ア ソ ス が 多 い 。 これ が 白人 、黒 人 と い う人 種 差 と そ れ に 伴 う差 別 問 題 に重

な る と こ ろ に ア メ リカ の 複:雑 さが あ る。blackhumor,blackbox,blackmagic ,black

market,blacksheepな どだ 。

金 融 の 自 由 化 が 進 む 中 で 、blackinformation(=theibformationheldbybanksand

otherinstitutionsaboutthoseregardedasbadcreditrisks ,a:ndlikelytobe'blacklisted'

ashegardsfutureborrowing)の 意 味 だ 。 こ れ の反 対 が 、whitei㎡ormation(=apositive

statementofacustomer'screditworthinesswhichmaybepassedontoacredit

referenceagencywithoutthecustomer'sbeingi㎡ormed)で あ る。 白、 黒 の対 比 が鮮 や か

だ 。

もち ろ ん、 黒=悪 の ニ ュ ア ソ ス とは ま った く無 関 係 な 、 ニ ュー トラル な言 葉 も多 い 。 例 え ば 、

blacksmith,blacksnake,り1ackandwhiteな どだ 。 こ う した単 語 、 表 現 を ど う扱 うか微 妙 な

問 題 もあ るが 、PC批 判 派 は この あ た りも皮 肉 の対 象 にす る。

婦 人 、 少 数 民 族 、 障 害 者 な ど に対 す る差 別 と取 ら れ る用 語 を一 切 廃 止 す る とい う ス タ ソス を

politicalcorrectnessと す る と 、 当 然 行 き過 ぎ、 言 葉 狩 りが 問 題 と な る。 そ こ を過 大 に 皮 肉 っ
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た の が90年 代 のPC批 判 だ 。HemyBread,ChristopherCerfは ユ ー モ ア と痛 烈 な 皮 肉 を 交 え

て 、TheOfficialPoliticallyCorrectDictionary&Handbookに ま とめ た 。

この あ た りの い き さっ をTheOxfordDictionaryofNewWordsは 次 の よ うに述 べ て い る。

Bythelateeighties,politicalcorrectnesshadcometobeseenbymanyatbest

nit-pickingandover-sensitiveandatworstpuritanicalandrepressive,andasa

potentialenemyoffreedomofthoughtandexpression.Itsproponentswereheldto'be

perpetratorsofanewkindofbigotry,whichmight、becomeasperniciousasthe

prejudicestheysoughttooverturn.Atthesametime,circumlocutionsusedinan

attempttoavoidpoliticallyincorrectlanguage,werewidelyridiculed.Bytheearly

ninetiesuseofthetermpoliticalcorrectnesswasalmostalwayspejorative...

前 記 のTheOfficialPoliticallyCorrectDictionary&Handbookに は 、 例 え ば 、uglyは

politicallyincorrectだ か ら と 、cosmeticallydifferent,deafをaurallyinconvenienced,

baldを ・hairdisadvantaged,dishonestをmorallydif飴rentな ど 数 百 のabsurdeuphemisms

の 例 が 挙 が っ て い る 。

中 で もchallenged.の 使 い 方 が 微 妙 だ 。 こ れ は80年 半 ば に ア メ リ カ に 始 ま り 、 イ ギ リ ス に も 広

ま っ た.。handicappedordisadvantagedよ り も 前 向 き な ニ ュ ア ソ ス が あ っ た が 、physically

challenged,mentallychallengedな ど1よ ま だeuphemismの 一 部 と み な さ れ,た が 、 背 の 低 い

こ と をverticallychallenged,頭 の 悪 い こ と をcerebrallychallengedな ど と 称 す る に 至 っ て

は 、 反 対 派 の 皮 肉 な 造 語 と しか 言 え な くな っ た 。 つ い に は 、 料 理 べ た をculinarilychallenged, .

処 女 をhymenallychallengedと い う 造 語 ま で 登 場 し た の で あ る。

minorityの 呼び方

PCと の 関 連 で 「minorityを ど う呼 ぶ か 」 に は 、 そ れ な りの知 識 が必 要 だ。 黒 人 の場 合 差 別

の歴 史 が絡 む だ け に 、 用 語 の 変 遷 は 複雑 で あ る。negroはblackを 意 味 す る ス ペ イ ソ語 、 ポル

トガ ル 語 で あ る。 既 述 のMadeinAmericaに よ る と 、negroが 英 語 で 最 初 に 使 わ れ た の は

1555年 だ 。1587年 に はniggerが 初 め て 登 場 す る が 、 当・初 は 侮 蔑 的 意 味 あ い は な く、 単 に

negroの 発 音 上 の 変 形 で あ った ら しい 。1880年 代 あ た り まで は 、黒 人 は 名詞 で は 普 通 、blacks

と呼 ば れ 、coloredsは 丁 寧 な 呼 び 方 だ っ.た。 しか し、19世 紀 末 以 来 、negroが 次 第 に 好 ま れ る

よ う に な っ た 。 黒 人 解 放 組 織 の 中 核 で あ っ たNAACP(:NatlonalAssbciationforthe

AdvancementofColoredPeople)が 設 立 さ れ た の は1909年 だ が 、正 式 組 織 名 にcoloredを 使

い な が ら、大 文 字 のNで 始 ま るN6groを 黒 人 の 呼 称 の 標 準 と して 採 用 す る よ うキ ャ ソペ 「 ソ を

始 め た 。 そ の結 果30年 代 ま で に 、Negroが ほ ぼ 定 着 した 。

50年 代 か ら南 部 を 中 心 に始 ま っ た黒 人 解 放 運 動 は 、blackと い う呼 称 を徐 々 に 正 面 に押 し出 し

た。 「肌 の黒 炉 こ と」 を誇 りに転 化 させ よ う と.した もの で 、70年 代 ま で に ほ ぼ定 着 した 。 しか し、

多 元 文 化 主 義 は 文 化 の ル ー ッ 重 視 を主 眼 に した た め 、African-American,Afro」Americah,

Afh-American,AfrarAmerican,Afrikanな ど様 々 な 呼 称 が 生 ま れ た 。 こ う した変 遷 に つ い

て、 黒 人 指 導 者JbsseJac≧sonはMartinLuther:Kingを 称 え た会 合 で 次 の よ うに言 って い る。
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丶J
ustwewerecallgdcolored,butwerenot.that,andthenNegro,butwerenot

thaちtobe.calledBlackisjustasbaseless.Everye‡hnicgroupinthiscountryhas

referencetosomechlturalbase.African'Amehcans.havehitthatlevelofmaturity.

そ れ で に ,.blackは 現 在 で はpoliticall夕incorrectか 。 こ こ ら に つ い て 、:Longman

DictionaryofAmericanEnglishは こ う解 説 し て い る 。

Using .blackasanoupwhentalkingaboutsomeone'sraceisusuallyoffensive.

However,itisacceptableinsomesituations,forexamplew:henyouarecomparing

racialgroubs:.Relationsbetweenblacksand.whitesihtheareaaregood.Usingblack

asanadjectiveislessoffensive:aBlackman」However,Africanisusuallythebest

choice.ofadjective:anAfricanrArpericanwomanぞ

nigger、 あ る い は 黒 人 的 発 音 に よれ ばniggaは 、 黒 人 社 会 で も広 く使 わ れ て い た が 、 現 在 で

は 非 黒 人 が使 えば 最 も侮 蔑 的 な言 葉 と な る。 しか し、.急進 的 な黒 人 の 問 な どで は 、 政 治 的 自己 主

張 と して 、 意 図 的 に お 互 い をnigger,or.niggaと 呼 ぶ こ と は 珍 し く な い 。.rapあ る い は

hip-hop(=Astre6tsubculturewhichcombinesrapmusic,暮raffitiar匂and

break-dancingwithdistinbtivεcodes.ofdressandspeech)cultureの 世 界 と も密 接 に か か

わ る。 ロ サ ソゼ ル ス の黒 人rapgroupにNiggazwithAttitude(N.啣.A.)と い うの が あ る。

そ の 意 味 でnigg♂orniggaはpoliticallycor艶ctだ.と い う奇 妙 な こ とに な る。 しか し、 これ

は 黒 人 の 間 だ け で あ り、 白 人 が 使 う こ と は 許 さ れ な い 。TheOxfordDictionaryofNew

Wordsの 例 文.を見 て.みよ う。

Theseguyswer6inshock-theyhadnoideatha士bla6kpeoplesom6timesca11.each

otherniggaasaterm6f.endearment.Theysawthebrothersatthebartyshouting

"Wh
at'sup,nigga?"tooneanotherandoneofmywhitefriendsgot .so臼xcitedhe

startedyelling."Hey,ho痴 .youniggasdoing?"Themusicstoppedandeveryon臼

lookedatthern.

黒 人 問 題 に 関 連 す る 言 葉 に 、.slumが あ る 。 元 来 、anareaofacitywith61dbuildingsin

verybadcondition,wh6rem加ypeopleliveと い う意 味 だ が 、 明 らか に 「黒 人 居 住 区 を指

す 」 と して 、 一一時ghetto.と い う言 葉 に 取 っ て 代 わ られ た。ghettoの 本 来 の 意 味 は ヨー ロ ッパ

で 、thepalこt6facitywhereJewswererequir俘dtoliveinformertimesだ 。 しか し・ そ

れ が ア メ リ カ で 、apartofacitywhereanyracialorothermirloritygrouplives,..

especiallybeca貢seofeconomicorsocialrestrictionsと い う意、味 に 転 じた 。 平 た く言 えば 、

大 都 市 の 黒 人 、 プ エ ル トリコ人 な ど の お粗 末 な居 住 区 で あ る。

しか し、 犯 罪 多 発 を嫌 う裕 福 な 白人 は続 々 市 内 を脱 出 して 郊 外 に居 を 求 め た。 こ う して 豊 か で

自足 的 な 郊 外 が 続 出 す る に 至 っ て 、thesuburbsは ア.メ リカ社 会 で 、 政 治 的 、経 済 的 、社 会 的

に特 殊 な意 味 を持 つ よ うに な った 。 す な わ ち郊 外 時 代 の 到 来 で あ り、郊 外 文 化 の完 成 で あ る。 こ

れ と平 行 して 、 有 産 階 級 に見 捨 て られ た 大都 市 内 部 は 、 さ らに荒 廃 が進 み 、 そ こに は 貧 困 か ら脱
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出で き な い黒 人 下 層 な どが 沈 殿 した 。 こ こ に お い て 、innercityは 単 に地 理 的 な概 念 で な く、

ghettoに 代 わ るeuphemismと して 、 マ イ ノ リテ ィ下 層 の住 居 地 帯 とい う社 会 的 、 文 化 的 意 味

合 い を持 つ に至 っ た。

ち な み に 、70年 代 の 終 わ りか ら、suburbの 略 語burbが 登 場 した 。 これ は80年 代 後 半 に は イ

ギ リス で も定 着 した 。 た だ し、 イ ギ リス の 場 合 は 、cohventionalandboringの 含 意、が あ り、

や や 軽:蔑的 で あ る。 ア メ リカで はcar-burb(=suburbswhere¢arsareessential)の よ う

な合 成 語 も登 場 し、 次 の よ うな使 用 例 が あ る。

Yet,forallourcar-burbcreationsandpost-LosAnぎelesAngst,theromanceofthe

citydieshard.(NewYorkTimesBookRevie面)

と ころ が、 白 人 文 化 と対 決 色 を 強 め る黒 人 の 一 部 は 、 自虐 的 にniggerorniggaを 仲 間 内 で

使 うよ うに 、slumを 黒 人 居 住 区 の 実 態 を 表 す 言 葉 と して 復 活 させ て い る と、theLosAngeles

Timesは 伝 え て い る。

と こ ろ で 、 黒 人 の 差 別 用 語 と され るSamboは 元 来 、 次 男 を 意、味 す る ナ イ ジ ェ リ ア語 で 侮 蔑

的 意 味 合 い は 本 来 な か った とい う。

他 の 少 数 民族 に対 す る様 々 な通 称 、蔑 称 の 使 用 に 用 心 深 くあ る の は 当然 だ 。 ア ジア 人 を 指 す 言

葉 、Asian,Asiatic,Orientalの 差 に つ い て 、TheNewAmericanWebsterHandyCollege

Dictionaryは 次 の よ うに説 明 して い る。

OrientalhastraditionaUybeenthetermusedbyWesternerstorefertopeopleand

objectsfrorロorrelatedtoAsia.However,itisvagueandethnocentric,becauseofits

impliedestablishmentofWesternasthenorm.Itisbettertousemorespecificterms,

suchasAsians,Chinese,etc.AvoidAsiatic,becauseitisoftenconsideredmildly

of良)nsive.

LatinoとHispaniρ に つ い て は 両 方 用 い ら れ て い る。 ラ テ ソ文 化 に 誇 り を 持 つ 人 に は

:Latinoが 好 ま しい と聞 い た が 、 黒 人 の よ う に強 烈 な 差 別 の歴 史 を持 た ず 、 自 己主 張 も そ れ ほ ど

厳 し くな い 人 た ち だ か ら 、'使用 に 当 た っ て 余 り気 に す る必 要 は な い1と 思 わ れ る。American

IndianかNativeAmericanか に つ い て も同様 だ 。

ち な み に 、aguyと い う 名 詞 は 、 典 型 的 な 米 語 で 男 性 を 指 す 、 と す る の が 普 通 の 字 引 の 解 説

だ 。 し か し、 こ の 語 に も様 々 な 変 遷 が あ る 。 米 語 の 語 源 は1605年11月5日 、 国 会 爆 破 陰 謀 事 件 ゐ

主 犯 と し て 捕 ま っ たGuyFawksか ら で 、 英 語 で はagrotesquelooking,ill-dressed,or

ridiculouspe藍son,(esp.)anoldman;(hence)apersonwhoisanobjectofridicule

orderisionあ る い はacornicalorjokingfellowの 意 味 が あ る 。

そ れ が 米 語 で はamanorboyと い う 意、味 が 普 通 で 、1920年 代 こ ろ ま で は 、amainguy=

amaninauthorityorofimportanceと い っ た 積 極 的 な 意 味 に も使 わ れ た 。 現 在 で も通 例 、'a

wiseguy,atoughguyと い っ た よ う に 形 容 詞 を 前 に 置 い て 男 性 を 示 す こ と が 圧 倒 的 だ 。 も っ

と も 、(a)aregularguy,(b)awiseguyと な る と 、 ニ ュ ー ア ソ ス が 字 面 と 少 し違 っ て 、 前 記 の
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ADictionaryofAmericanIdiomsに よ る と 、 そ れ ぞ れ 、(a)=afriendlypersonwhois

・a・yt・g・t組 ・ng;(b)一 ・per・ ・nwh・act、as丘h。were、m磁erth㎝ 。therp。 。ple;

aperson.whojokesorshowsofftoomuchの 意 味 と な る な ど 、guyは 様 々 な 広 が り を持 つ 、

実 に多 彩 な米 語 で あ る。

と こ ろ が 、 最 近 はyouguys,thoseguysな ど と.複数 で使 う場 合 は 、男 女 の 、 ま た女 性 だ け

の グ ル ー プ に対 して も用 い られ る こ とが あ る、 と載 せ て い る辞 書 が あ る。 英 々 辞 典 で も既 述 め

LongmanのDictionaryofAmericanEngliShはsaidwhentalkingtoorabouttwoor

morepeople,bothmenandwomenと して い る。

しか し、 単 数 で も以 前 か ら女 性 に使 うケ ー ス が 結 構 あ った こ と が 、HistoricalDictionaryof

AmericanSlangを 詳 し く調 べ て み る と 分 か る。 す な わ ち 、 ユ920年 代 以 降 か ら既 に 、She'll

understahd.Sheisagreatguy.と かYou'rearightguy,MissAvery.と か い っ た例 文

が沢 山 載 って い る。 一 般 的 で は な い か も知 れ な い が 、 少 な くと も 口語 で は 、 女 性 単 数 に対 して も

使 わ れ て い た わ け だ。 そ れ が 少 な く と も複 数 形 で は 男 女 混 用 に な っ た の は い つ 頃 か らか、 必 ず し

も 明確 で は な い が 、'男女 同 権 化 の 進 展 とい う社 会 現 象 と無 縁 で は な か ろ う。

一 方 で
、 形 容 詞 と して 、.int6restingandfullyunderstandableonlytomenの 意 味 で 最 近

よ く使 わ れ る こ と を、 前 記 のHistoricalDictionalyofAmericanSlangは 次 の よ うに 例 示 し

て い る。

TheSoviets.arewor≧ingonamirrorinouterspacetoreflectlightbacktoEarth.

Arealguyproject.

ま た 、Atlast,arealguymovie.と い う映 画評 の文 章 も載 せ て い る。

これ に対 して 、interestingandfu11yunderstandabletowomenを 指 す語 はchickで あ る 。

例 文 と して 同辞 書 は 、Definitlyachickmovie...amoviethatmenweretotallymistified.

と い うCBS-TVの 解 説 を 挙 げ てL .・る。 ち な み に、chickは 元 々babychickenを 意 味 し、60

年 代 に は 「カ ワイ 子 ち ゃ ん」 と い っ'たニ ュ ア ソス で 若 い女 性 に 対 し よ く用 い られ た か ら、.女性 解

放 が進 ん だ 現 在 、politic詛yincorrectで あ る と して 、・反 発 す る女 性 が多 い よ うだ 。 だ か ら、 辞

書 に よ っ て は 、o挽nsiveで あ る と注 意 して い る もの も あ る。
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